
「3.11 から 5 年後の福島」講演集会賛同のお願い 

 

私たちは 3.11 直後に被災地のために何かしたいという想いから動き出

した個人の集まりです。南相馬市は放射能の強い影響下にあり、支援の手

も届かず、孤立状態にありました。未来のある子供たちには安全な食べ物

が何より必要でした。そこで、私たちは 2011 年 6 月から学校給食センタ

ーへ放射能測定をした安全な有機野菜を贈る活動を始めました。毎週野菜

を贈り続けることは私たちにとっても多くの困難を伴いました。それでも

今日まで活動を続けてこられたのは生産者の魚住農園（石岡市）、野菜を

荷造りし、送る裏方を引き受けてくれた有機の会（魚住さんの野菜の共同

購入グループ）、そして福島の子供たちに心を寄せてくださる多くの市民

の皆さんの協力があったからです。 

 

私たちはこの活動を通して原発の電気を前提とした大量生産、大量消費

の生活を見直すことの重要性、原発と一体の経済成長至上主義の問題点を

気づかされました。同時に、原発とは共存できないこと、原発震災を繰り

返さないためにも一日も早く原発のない社会をつくることの重要性を痛

感しました。 

 

私たちの活動はまもなく 6年目に入ります。これほどの長期にわたると

は正直思いませんでした。このこと自体、福島の復興が政府の言葉とは裏

腹に進んではいないことの証明でもあります。必要とされる限り私たちは

安全な野菜を贈り続けるつもりです。しかし、再稼働が始まった現在、私

たちを取り巻く環境は今後さらに厳しくなることが予想されます。3.11

から 5年を迎えようとしている今、福島を忘れない、二度と原発震災を起

こさせない、そうした想いを新たにしたいと本集会を企画しました。気持

ちを同じくする個人、団体の皆さんの賛同をお願いいたします。 

なお、賛同いただいた個人、団体は当日配布のプログラムに掲載させて

いただきます（賛同金はありません）。 
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